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令和７年度使用教科用図書の採択に係る教育委員会会議 会議録 

令和６年第８回中津川市教育委員会（定例会）にて付議 

 

１.日    時  令和６年７月２５日（木） 午後１時３０分～ 

 

２.場    所  苗木交流センター ホール 

 

３.出席委員  教育長  岩久 義和 

               委 員  田島 雅子 三尾 和樹 橋本 あみる  ※欠席委員 1名 

 

４.会 議 録  教科書採択にかかわる部分のみ抜粋 

 

■教育長 

 議事に入る前に、議事の公開の是非についてお諮りします。議第２４号につきま

しては、教科用図書採択の公正確保及び適正な審議環境の整備の観点から、非公開

とすることが適当と思われますので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

１４条第７項の規定により、非公開で審議したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

〔 異議なし 〕 

 

■教育長 

 異議なしと認め、議第２４号の議事については、非公開とします。 

 また、審議結果についても、公開の是非についてお諮りしたいと思います。今後、

中津川市の審議結果が東濃地区の他市の審議に影響を与えることも考えられるため、

令和６年８月３１日まで非公開としたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

〔 異議なし 〕 

 

■教育長 

 異議なしと認め、審議結果についても令和６年８月３１日まで非公開とさせてい

ただきます。 

 それでは、日程第１ 議第２４号「令和７年度に使用する小学校及び中学校用教

科用図書の採択について」提案説明をお願いします。教育研修所長。 

 

〔 事務局（教育研修所長）から資料に基づき説明 〕 
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■教育長 

 教科書の種類がたくさんあります。しかも、審議の内容についてはできるだけコ

ンパクトにお伝えしましたので、お手元の教科書の実物を見ながらお聞きいただく

ことは難しかったと思います。申し訳ありません。 

 ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等がありましたらお願いします。 

■委員 

 今まで使っていた教科書と教科書会社が代わったものがあれば教えてください。 

■教育研修所長 

 現在使用しているものから代わった教科書は４種目あります。書写はこれまで東

京書籍を使っていましたが、光村図書に代わりました。地理と歴史はこれまで東京

書籍を使っていましたが、帝国書院に代わりました。数学はこれまで大日本図書で

したが、今回は東京書籍が選定されています。 

■委員 

 例えば、社会科でいうと、教科書会社ごとに箱に入っていて、公民は東京書籍の

箱に入ったもので、地理と歴史は帝国書院の箱に入ったものということになるわけ

ですね。バラバラに考えればいいということですね。 

■教育研修所長 

 言われたとおりです。協議会でも、社会科の中で発行者が東京書籍と帝国書院に

分かれることについてはご意見をいただきました。ただ、法令的には種目ごとに一

種を選ぶことになっておりますので、社会という教科の中で発行者が異なっていて

も問題はありません。研究員の先生方には、東濃採択地区の基準に沿って、東濃の

子供たちにとって一番いいものという視点で選んでいただいており、その中で発行

者が分かれたということです。 

■委員 

 採択に出させていただきました。中津川市は主管ということで、関係の方々、本

当にお疲れさまでした。 

 研究員の方々は本当に全部読みこんでいらっしゃって、すごいなと思いました。

教科書の内容が頭の中に全部入っているようで、すばらしい研究、調査をしておら

れたと思います。私も採択のときおりましたが、疑う余地がありませんでした。 

 相変わらずの至れり尽くせりの本で、それがだんだんエスカレートしていってい

るようにいつも思います。これだけの情報量にプラスしてＱＲコードが１００以上

あります。本当にこれが全部吸収できるのかと思います。研究員の方々は、ＱＲ

コードの数が、ここは１００、ここは８０と言われ、どう聞いていてもＱＲコード
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が少ない方がいいのではないかと聞こえてしまいました。情報量が多ければ多いほ

どいいことになっている状態です。私たちが習った頃は、教員の知識や器量で膨ら

ませて教えてくださったと思っているのですが、これだと、膨らませる教員の個性

もあったものではないという感想をもちました。本当にどこかでリセットして、一

から作り直すことができたらいいなと感じました。 

■教育研修所長 

 ＩＣＴのＱＲコードについては、協議会の中でも意見が多く出ていました。各研

究員は、「この教科書会社はＱＲコードがいくつで」と出しながらも、決め手に

なっていたのは数の多さではなく、子供たちがＱＲコードから調べるとき自分で辿

り着けるようになっているか、整理整頓がされているかという、中身が重視されて

いたと思いました。 

■委員 

 うちの子も中学生で、教科書は大人が読んだ方が面白いぐらいたくさん情報が

あって、すごく便利だと思いますが、その反面、重いので置き勉という問題もあり、

すごくもったいないと思います。家に帰って家庭学習してほしいので、そこが上手

に活用してもらえたらいいと考えます。 

■教育長 ありがとうございました。 

■委員 

 協議会では研究者も専門家も教師もいらっしゃって、その中には親の立場の方も

いらっしゃるのですが、どうしても親の立場の方の発言が少ないです。もちろん専

門家が多いので、そちらが重視されると思いますが、使っている子供の親の意見を

もっと出していただいた方がいいと思いました。意見が出にくい雰囲気だと思いま

す。以前、重さの話のときは、親さんが非常に活発に意見を出してくださった覚え

があります。親さん達の意見もたくさん頂戴しながら進めていけたらよかったと思

いました。 

■教育長 

 そのほかいかがですか。ご意見、質問等がございませんので、ご異議がなければ、

議第２４号については、承認ということでよろしいでしょうか。 

 

〔 異議なし 〕 

 

■教育長 

 議第２４号「令和７年度に使用する小学校及び中学校用教科用図書の採択につい

て」は、原案どおり承認とします。 


